
読書月間にちなんでお話の中の献立

本校の読書月間に、「本」の中から献立を作成した。平成１９年度から継続して行っている取り

組みである。昨年までは、物語や教科書の中、人気のある図書館の本の中から献立を組み立ててい

たが、今年度は「詩」をテーマに取り上げた。図書館で詩集はあまり多く借りられてはいないこと

もあり、詩の魅力を給食を通して感じて欲しいと思いテーマを設定した。

給食委員会は、その日の献立のテーマと

なった詩を、担当のクラスや食堂で音読す

る活動を行った。

日付 詩 作者 献立名

11/8 『てんぷらぴりぴり』 ご飯 白菜と油揚げのみそ汁 天ぷら（えび、かぼち

まどみちお ゃ、しその実） 秋の野菜の金平 手作りふりかけ 牛乳

11/9 『きつねうどん』 きつねうどん（うどん、座布団みたいな油揚げ）

阪田寛夫 カラフルオムレツ 小松菜と切り干し大根のお浸し みかん 牛乳

11/10 『たべもの』 ほかほかのご飯 もこもこ里芋のみそ汁 ぴんぴんした鯛の更紗揚げしゃ

中江俊夫 きしゃき白菜とぱりぱりたくあんの即席漬け ねとねと納豆 りんご 牛乳

11/11 『はたはたのうた』 ご飯 じぶ煮 はたはたのから揚げ

（５年教科書より） ほうれん草の湯葉和え でこぽん 牛乳

室生犀星 （作者の故郷の料理も取り入れました）

11/12 『雨ニモマケズ』 玄米ご飯 ひっつみ汁 豆腐と里芋の田楽

宮沢賢治 白菜の昆布漬け 柿 牛乳


